



































しかし､すでにフランス人のEl本文学研究家ルネ ･シフェ-ル eS )によって多f terieRen(
大の寄与がなされている事実をまず押さえておくべきであろう｡シフェ-ルの略歴と主な業






年 :6491 東洋語学校 (通称ラングゾ-)卒業 
0591 年～1 年 :東京日仏会館館長
年 :世阿弥の能楽論の翻訳 
459 柳田国男の共同研究調査に参加 
0691 F能楽秘伝』 (LaT )-dtecreeiodtrai ns uNo
O d JPns uaon年 :r日本の宗教』( Re )出版ilglLes8691 -











eledl dcesis'zeT lre P iaonasesjtres )編集 
シフェ-ルによる日本古典文学作品のフランス語訳に対する評価は､これまで F源氏物語｣】
や井原西鶴などについてなされてきた (末尾参考文献を参照のこと)｡本研究では､上田秋
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和田常吉 r評釈江戸文学叢書 読本傑作集』(大日本雄弁会講談社､昭和 10年)

















か やのこおりにひ せ わほ ぢ
原文 ｢吉備の国賀夜 郡 庭妹の郷に､ 井沢庄太夫といふものあり｡祖父は播磨の赤松に仕へ
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taracer'udt tsues,i nc ea e: es
.シフエールによるフランス語訳の問題点3
●単吉吾の解釈
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- es h trcantoue,eemitnr ma 1p.主.lud tevan ≫ ( )40
現代語訳 :｢r家はあなた様のおいでになった道を､少し引っ込んだ所です｡奥方様は心細い
身の上でいられますから､時々はお訪ねになってください｡さぞお待ちでございましょう』と､
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1)中山鼻彦 F物語構造論 F源氏物語』とそのフランス語訳について』 (岩波書店､199 
2)畑中千晶 ｢ルネ ･シフェ-ルの仏訳について｣F講座源氏物語研究⑫源氏物語の現代語
訳と翻訳』 (おうふう､2008)所収 
3)畑中千晶 ｢西鶴の語 り手とフランス語訳- ｢ぞかし｣の一人称性を中心に-｣F駒滞大
学外国語部論集』第五〇 ･五一号 000)(2
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